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研究成果の概要（和文）：ワークショップ参加の効果を最大限残し、利便性を向上させる方法として、簡易版APWSを開
催した。SAPチャートを活用して教員活動としての教育・研究・サービス（社会貢献）について振り返り、ドキュメン
ト化については、現在のワークバランスと将来目標等を1枚にまとめるだけに留めた。所要時間はSAPチャート作成に約
3時間、ドキュメント作成と簡単な情報共有の時間を約1時間で構成した。そして、参加者アンケートからその有効性が
確認された。

研究成果の概要（英文）：Brief version of Academic portfolio workshops are held in order to have a good 
effect attending a workshop and an easy participation. The participants take a look back over their 
experiences of education, research and service activity using Structured Academic Portfolio Chart and put 
their present work balance and future plan and so on in writing on a sheet of paper. Required time for 
workshop is approximately four hours. After the workshop, the participants indicated their satisfaction 
as a result of the questionnaire.

研究分野：工学教育
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１．研究開始当初の背景 
(1)ティーチング・ポートフォリオについて 
 ティーチング・ポートフォリオとは、「自
らの教育活動について振り返り、自らの言葉
で記し、多様なエビデンスによってこれらの
記述を裏づけた教育業績についての厳選さ
れた記録」であり、1990 年代に北米で急速
に広まり，現在は 2000 以上もの大学が採用
していると言われる。米国では、テニュア（終
身在職権）制度の審査時に教育業績資料とし
て提出することが多く、ティーチング・ポー
トフォリオの仕組みは定着し，かなり確立さ
れたものとなっているといえる。最近では、
教育業績に加えて研究業績、サービス活動を
含め、教員の活動を包括的に整理するアカデ
ミック・ポートフォリオへの拡張が進展しつ
つある。 
 
(2)日本のティーチング・ポートフォリオ 
 日本においては、平成 19 年頃から栗田佳
代子氏（連携研究者）が日本に適したティー
チング・ポートフォリオ作成ワークショップ
を提案し、その普及が始まった。平成 20 年
12月の中央教育審議会答申「学士課程教育の
構築に向けて」では教員が多様化する学生に
対して適切な教育指導を行うためには、教授
法に関する不断の研究を行うことが一層強
く要請されている。そして、具体的な教育改
善の中で期待される取組の一つとしてティ
ーチング・ポートフォリオが挙げられている。
また、平成 24 年 3 月、国立高等専門学校機
構は、国際的な高等教育の質保証の観点から、
大学に先駆けて、モデルコアカリキュラム
（試案）を公開した。国立高等専門学校が養
成しようとしている実践的・創造的技術者と
そのための教育内容・方法の方針を示したも
のである。そして、この中で、質保証機能を
担保する取組のひとつとして、ティーチン
グ・ポートフォリオの活用が挙げられている。 
 
２．研究の目的 
ティーチング・ポートフォリオは、最近、
高等専門学校（以下、高専）においては教員
が主体的に取り組む教育改善活動として普
及が進展しつつある。この活動が、継続的か
つ効果的に活用されるように、これまでの豊
富な実践結果を基にアンケート調査および
インタビュー調査から検証し、高専の教員に
適した継続活用を支援するプログラムを提
案する。さらに、高専の教員に適したアカデ
ミック・ポートフォリオ作成支援プログラム
を提案・実践し、蓄積する知見から教員の活
動を包括的に捉え、教育改善に活用できる方
法を開発する。このようにポートフォリオの
活用支援を確立し、継続的に教育力を向上さ
せる仕組みを構築する。 
 
３．研究の方法 
 ワークショップに参加した時は、必ず意識
が高まり教育改善の必要性を認識するはず

であるが、継続させることは難しい。できあ
がったポートフォリオを定期的に更新する
ことにより継続的に教育改善を実施するこ
とができるが、多忙な業務の中、独力で更新
することは難しい。 
 
(1)ティーチング・ポートフォリオ作成者・
導入機関に対する活用事例調査 
研究代表者は平成 21 年からティーチン
グ・ポートフォリオに着目し、平成 22 年か
らワークショップの実践を積み重ねてきた。
その結果、四国地区の高専を中心に、延べ 100
名以上のワークショップ参加者を得ている。
最初の参加者は作成から３年経過したこと
から、その効果を検証するために事後の活用
に関する質問紙調査を行い、分析する。また、
導入機関に対して導入の課題と効果につい
て調査し、分析する。これらは必要に応じて、
訪問によるインタビュー調査も実施する。こ
こで、ティーチング・ポートフォリオ作成ワ
ークショップは定期的に継続して開催し、作
成者を増やす。 
 
(2)海外先進事例の訪問調査 
 北米では、20 年に渡ってティーチング・ポ
ートフォリオが普及し活用されている。高等
教育機関の背景が異なることから全てが日
本の参考になるとは言えないが、日本におい
ては普及途上であることから、先進事例に学
ぶことは重要である。学会参加による情報収
集と兼ねて先進事例を有する大学を訪問し、
インタビュー調査を行う。この際、次年度研
究に関連してアカデミック・ポートフォリオ
についても調査する。上記(1)の結果と合わ
せて継続のために必要な要因、阻害要因を抽
出する。 
 
(3)高専教員に適したティーチング・ポート
フォリオの継続的活用のための支援プログ
ラムの開発 
 ワークショップに参加した時は、必ず意識
が高まり教育改善の必要性を認識するはず
であるが、継続させることは難しい。できあ
がったポートフォリオを定期的に更新する
ことにより継続的に教育改善を実施するこ
とができるが、多忙な業務の中、独力で更新
することは難しい。そこで、上記の(1)(2)の
結果をふまえ、高専教員に適した、ティーチ
ング・ポートフォリオを継続的に活用できる
更新ワークショップを開発、実践する。 
 
４．研究成果 
(1) ワークショップの形式について 
当初から実施してきた 2日半のワークショ
ップスケジュールを表 1に示す。この形式は
内省を重視しており、望ましい形式であり、
3 日目の昼食時には「良いメンターになるた
めには」等のワークを実施し、次回のメンタ
ーとなるための準備もできる。しかしながら
3 日間に渡る FD 活動は業務多忙の昨今では



敬遠されがちである。一方、表 2に示すスケ
ジュールは 2日間のものである。ワークショ
ップ基準は、7 つの「基準」と 4 つの「努力
基準」から構成されており、メンタリング３
回以上合計２時間以上、作成時間は 10 時間
以上とされている。したがって表 2の場合で
もワークショップ基準は満たされている。し
かし、作成作業の時間は同じでも 1日多いと
内省の時間が長くなり、より深く整理できる。
AP作成ワークショップとTP作成ワークショ
ップを同時開催する利点は、メンターを共通
化してメンターが効率よく参加者を担当し
サポートできることである。また、TP作成者
が AP作成者と交流したり、AP披露を共有で
きることから AP 作成に関心を持ちやすくな
ることも重要である。 
 AP作成と聞くと作成負荷が大きそうとか、
研究業績が豊富でないため向いていないと
考える教員も多い。最近、東京大学の栗田氏
らは構造化アカデミック・ポートフォリオ
（SAP）作成を提案している。これまで、日
本におけるAP作成ワークショップはTPを作
成した者を対象として実施してきたが、ワー
クショップを 2回参加しないと APを作成で
きないため、参加者の利便性は良くない。そ
こで初めから AP を作成できるようにフォー
マットを整理して、インストラクションの順
番に考えていけば AP が完成するというシス
テムである。米国では APを作成する際、月 
 
表 1 TP・AP作成ワークショップのスケジュ
ール 1 

 初日 2日目 3日目 

午前  
個人ミーテ
ィング(2) 
作成作業 

個人ミーテ
ィング(3) 
作成作業 

午後 

オリエンテ
ーション 
個人ミーテ
ィング(1) 
作成作業 

作成作業 

より良いﾒﾝﾀ
ｰになるため
に TPAP活用
法作成作業 
披露 
修了式 

夜間 作成作業 情報交換会 
作成作業 

 
 

 
表 2 TP･AP作成ワークショップのスケジュ
ール 2 

 初日 2日目 

午
前 

オリエンテーショ
ン 
個人ミーティング
(2) 

個人ミーティング
(3) 
作成作業 

午
後 

個人ミーティング
(2) 
作成作業 

作成作業 
披露 
修了式 

夜
間 
情報交換会 
作成作業  

曜から金曜日までのワークショップを通し
て作成しているが、日本ではこのような日程
を設定することはできない。そのため、TP
作成により教育理念に関する内省と一貫性
を意識したドキュメント作成の要領を体験
した後、別のワークショップとして AP を作
成している。SAP は、TP 作成のプロセスを
構造化し、AP の研究とサービス分野にも拡
張して、AP を作成するものである。作成時
の自由度が制限される懸念もあるが、効率的
で有益な手法である。 
 
(2)ワークショップ実践にもとづく考察 
研究機関において単なるメンターとして
の参加ではなくTP･AP作成ワークショップの
企画運営の実績を表 3に示す。これらのワー
クショップ実践にもとづき考察する。AP作成
の意義は、作成時の教員としての全活動を内
省により俯瞰・整理し、次の目標を立てるこ
とにあると考える。この意味で SAPを含む手
法で簡易版 AP を作成することは有効である
と考える。例えば、十数ページの AP を作成
するのは負荷が大きく困難であるが、代わり
に内省を重視しつつAPの３要素をA4用紙 1
枚程度にまとめる要領が考えられる。 
 また、通常の AP を作成する場合、研究業
績が少ないから作成に向かないとか、サービ
ス活動はほとんどないから作成に向かない
と考えるのではなく、その時点での教員とし
ての全活動を整理することによって、次の目
標を考えるきっかけにして欲しい。年数が経
つとエフォートは変化し、目標も変化するか
もしれない。そのような把握のためにも AP
作成を活用すれば、豊かな教員活動につなげ
ることができる。 
 ワークショップ参加の効果を最大限残し、
利便性を向上させる方法として、簡易版 APWS
を開催した。前述の SAP チャートを活用し
て教員活動としての教育・研究・サービス（社
会貢献）について振り返り、ドキュメント化
については、現在のワークバランスと将来目
標等を 1枚にまとめるだけに留めた。所要時
間は SAP チャート作成に約 3 時間、ドキュ
メント作成と簡単な情報共有の時間を約 1時
間で構成した。作成後のアンケートにおいて
「自身の変化があったか」の問いに対して、
「自分の教員活動が明確になり、気分的にす
っきり、また自信が持てるように感じた」、
「紙に単に書き出す整理とは異なり GOAL
を意識した整理ができた。人に自分の GOAL
目標を説明する（自分の考えを 2次元にまと
める）のに非常にいいツールです」、「様々な
つながりを再確認する場はもちろん時間は
かかるが、一度立ち止まって振り返る場は重
要である」、「時間をとって教育理念や研究を
やる意味を考えることがあまりないのでよ
い機会となった」といった結果が得られた。
この結果から、半日のワークショップでも十
分な効果が期待できることがわかった。今後
はこのワークショップ形式を増やしたい。 



表 3 研究機関における TP･AP ワークショッ
プの運営実績 

2013.9.4 
～6 

TPWS 弓削商船
高専 
企画運営、スー
パーバイザー、
メンター 

2013.9.17
～18 

TPWS 
APWS 

SPOD(愛
媛大学) 

スーパーバイ
ザー、メンター 

2013.11.15
～17 

TPWS 
APWS 

SPOD(愛
媛大学) 

スーパーバイ
ザー、メンター 

2014.3.11
～13 

TPWS 旭川高専 企画運営、スー
パーバイザー、
メンター 

2014.3.24
～26 

TPWS 豊橋技術
科学大学 

企画運営、スー
パーバイザー、
メンター 

2014.9.17
～18 

TPWS 
APWS 

SPOD(愛
媛大学) 

スーパーバイ
ザー、メンター 

2014.10.31
～11.2 

TPWS SPOD(愛
媛大学) 

スーパーバイ
ザー、メンター 

2014.11 簡易版 
APWS 
阿南高専 

企画運営、講師 

2014.12.25
～26 

TPWS 愛媛大学 スーパーバイ
ザー、メンター 

2015.3.9 
～10 

TPWS 
APWS 
阿南高専 企画運営、スー

パーバイザー、
メンター 

2015.3.23
～24 

TPWS 
APWS 
旭川高専 企画運営、スー

パーバイザー、
メンター 

2015.7.11
～12 

TPWS 
APWS 
教職員能
力開発拠
点(愛媛大
学) 

スーパーバイ
ザー、メンター 

2015.9.8 
～9 

TPWS 
APWS 

TP更新 
阿南高専 

企画運営、スー
パーバイザー、
メンター 

2015.9.25
～27 

TPWS SPOD(愛
媛大学) 

スーパーバイ
ザー、メンター 

2015.12.24
～25 

TPWS 愛媛大学 スーパーバイ
ザー、メンター 

2016.3.3 簡易版
APWS 
旭川高専 

企画運営、講師 

2016.3.11 簡易版
APWS 
阿南高専 

企画運営、講師 
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